
参考５（介護職員初任者研修・生活援助従事者研修共通）

事業者名

研修課程

時間数

1
多様なサービスの
理解

2

2
介護職の仕事の内容
や働く現場の理解

4

6

時間数

1
人権と尊厳を支え
る介護

4

2 自立に向けた介護 5

9

時間数

1
介護職の役割、専門性
と多職種との連携 2

2 介護職の職業倫理 1

3
介護における安全の確
保とリスクマネジメン
ト

2

4 介護職の安全 1

6

項目名 講義内容・演習の実施方法等

授業担当高校教諭による講義
研修課程全体の構成と研修科目について理解する。様々な介護サービスについて1年次の専
門教科学習内容を復習する。

授業担当高校教諭による講義と在宅サービス提供現場見学実習
福島県社会福祉協議会作成の福祉介護職視聴覚教材、デイサービスセンターでの見学・実習
をとおして介護職の働く現場や仕事内容を理解する。

指導目標
研修に先立ち、これからの介護が目指すべき、その人の生活を支える「在宅ケア」等の実践について、介護職が
どのような環境で、どのよう形で、どのような仕事を行うのか、具体的なイメージを持って実感し、以降の研修
に実践的に取り組めるようにする。

シ　　ラ　　バ　　ス

科目名 １　職務の理解

　福島県立会津西陵高等学校

　介護職員初任者研修

授業担当高校教諭による講義
当該科目である社会福祉基礎の福祉概念の学習を踏まえて、尊厳保持、QOL、ノーマライ
ゼーション、自立支援の考え方を介護・福祉サービス提供に生かせるように具体的な事例か
ら学ぶ。

合計

科目名 ２　介護における尊厳の保持・自立支援

指導目標
介護職が、利用者の尊厳ある暮らしを支える専門職であることを踏まえ、自立支援、介護予防という
介護福祉サービスを提供するにあたっての基本的視点及び注意する行動例を理解できるようにする。

項目名 講義内容・演習の実施方法等

項目名 講義内容・演習の実施方法等

会津美里町社会福祉協議会介護支援専門員による講義
介護の現場で起きやすい事故や感染に向けて事故予防や安全対策について学び、福祉環境の
現状を理解する。

会津美里町社会福祉協議会介護福祉専門員による講義
介護職の健康管理の必要性を理解し、具体的な留意点を学ぶ。

合計

合計

授業担当高校教諭による講義・演習
残存機能の活用、要介護の重度化防止等自立支援に資するケアを理解できるよう具体的な事
例から学ぶ。適切なコミュニケーションの図り方、応答、言葉遣いの指導をとおして尊厳に
ついて学ぶ。

科目名 ３　介護の基本

指導目標

介護職に求められる専門性と職業倫理の必要性に気づき、職務におけるリスクとその対応策のうち重
要なものを理解できるようにする。
介護を必要としている人の個別性を理解し、その人の生活を支えるという視点から支援を捉えること
をできるようにする。

会津美里町会福祉協議会介護支援専門員による講義
地元会津美里町社会福祉協議会の役割と業務内容をとおして、介護に求められる専門性、多
様な職種との連携を理解する。

会津美里町社会福祉協議会介護支援専門員による講義
法令、倫理綱領から介護職独自の倫理を学び、利用者や家族等とのかかわりの事例を通して
理解する。



参考５（介護職員初任者研修・生活援助従事者研修共通）

時間数

1 介護保険制度 3

2
医療との連携とリハビ
リテーション 4

3
障がい者自立支援制度及
びその他制度 2

9

　

時間数

1
介護におけるコミュニ
ケーション 3

2
介護におけるチームの
コミュニケーション 3

6

時間数

1
老化に伴うこころとか
らだの変化と日常 2

2 高齢者と健康 4

6

時間数

1 認知症を取り巻く状況 1

2
医学的側面から見た認
知症の基礎と健康管理 2

3
認知症に伴うこころと
からだの変化と日常生
活

2

4 家族への支援 1

6

科目名 ４　介護・福祉サービスの理解と医療との連携

指導目標
介護保険制度や障がい者自立支援制度を担う一員として最低限知っておくべき制度の目的、サービス
利用の流れ、各専門職の役割・責務について、その概要の要点を抑えることができる。

項目名 講義内容・演習の実施方法等

科目名 ６　老化の理解

指導目標
加齢・老化に伴う心身の変化や疾病について、生理的な側面から理解することの重要性に気づき、自
らが継続的に学習すべき事項を理解することができる。

介護老人保健施設美野里の理学療法士による講義
医療と介護の連携と、リハビリテーションの理念について学ぶ。

指導目標
高齢者や障がい者のコミュニケーション能力は一人ひとり異なることと、その違いを認識し、初任者
として最低限のと取るべき（取るべきでない）行動例を理解することができる。

項目名 講義内容・演習の実施方法等

会津美里町社会福祉協議会介護福祉士による講義
共感、受容、傾聴的態度、気づきなど基本的なコミュニケーションのポイントをお手本とな
る講師の価値観、所作、言葉遣いや具体的な事例から学ぶ。

会津美里町役場健康ふくし課職員による講義
会津美里町の現状や制度をとおして、介護保険制度を理解し、地元地域の介護環境を学ぶ。

会津美里町役場健康ふくし課職員による講義
会津美里町の現状や制度をとおして、障がい者福祉制度を学ぶ。

合計

科目名 5　介護におけるコミュニケーション技術

項目名 講義内容・演習の実施方法等

会津美里町社会福祉協議会介護福祉士による講義
チームケアの有効・重要性を、実際の介護記録事例から学ぶ。

合計

指導目標
介護において認知症を理解するとの必要性に気づき、認知症の利用者を介護するときの判断の基準と
なる原則を理解している。

項目名 講義内容・演習の実施方法等

社会福祉法人千桜会にいつるホーム介護福祉士による講義
認知症の利用者の心理・行動を実感できる具体的な事例から、介護には認知症の判断基準と
なる原則を理解する必要があることに気づく。

社会福祉法人千桜会にいつるホーム介護福祉士による講義
認知症ケアの理念、利用者中心のケアの考え方を学ぶ。

医療法人明精会会津西病院医師による講義
認知症を医学的に学び、正しく理解できるようにする。

医療法人明精会会津西病院看護師による講義
高齢者に多い心身の変化について専門的に学ぶ。

医療法人明精会会津西病院看護師による講義
高齢期の疾病とその対応法を学び、介護には生理的側面の知識が必要であることに気づく。

合計

科目名 ７　認知症の理解

社会福祉法人千桜会会津敬愛苑介護福祉士による講義
介護職員は家族が認知症を受け止められるように援助する必要性があることを学ぶ。

合計



参考５（介護職員初任者研修・生活援助従事者研修共通）

時間数

1 障がいの基礎的理解 1

2
障がいの医学的側面の
基礎的知識 1

3
家族の心理、かかわり
支援の理解 1

3

指導目標
障がいの概念とICF、障がい者福祉の基本的な考え方について理解し、介護における基本的な考え方
について理解している。

項目名 講義内容・演習の実施方法等

医療法人明精会会津西病院看護師による講義
障がいの概念と障がい者福祉の基本理念について学ぶ。

科目名 ８　障がいの理解

授業担当高校教諭による講義
介護職員は家族が障がいを受け止められるように援助する必要があることを学ぶ。

合計

医療法人明精会会津西病院医師による講義
障がいを医学的に理解し、障がいの特性と介護ににおける留意点を学ぶ。



参考５（介護職員初任者研修・生活援助従事者研修共通）

時間数

1 介護の基本的な考え方 3

2
介護に関するこころのし
くみの基礎的な理解 3

3
介護に関するからだのし
くみの基礎的理解 6

4 生活と技術支援 5

5
快適な居住環境整備と介
護 4

6

整容に関するこころとか
らだのしくみと自立に向
けた介護（介護実習3時
間を含む）

6

7

移動に関するこころとか
らだのしくみと自立に向
けた介護（介護実習3時
間を含む）

6

8

食事に関するこころとか
らだのしくみと自立に向
けた介護（介護実習2時
間を含む）

6

9

入浴、清潔保持に関する
こころとからだのしくみ
と自立に向けた介護（介
護実習2時間を含む）

6

10

排泄に関するこころとか
らだのしくみと自立に向
けた介護（介護実習2時
間を含む）

4

11
睡眠に関するこころとか
らだのしくみと自立に向
けた介護

1

12
死にゆく人に関したここ
ろとからだのしくみと終
末期介護

1

※介護実習 12

13 介護過程の基礎的理解 6

14 総合生活支援技術演習 6

75

項目名 講義内容・演習の実施方法等

授業担当高校教諭による講義
自立に向けた新しい介護観を学ぶ。

授業担当高校教諭による講義
こころのしくみを学び、利用者やその家族等の他者と自己理解を深め介護に生かす。

授業担当高校教諭による講義による講義
介護演習に必要なからだのしくみの基礎的知識を身につけ、演習や実習にそなえる。

授業担当高校教諭による講義
家庭科専門教科で学んでいることと合わせて、利用者を支える家庭環境づくりに必要なこと
をさらに学ぶ。

（株）ハッピーケア福祉用具専門相談員による講義
快適な住宅環境の整備と自立した生活を支える福祉用具についての知識を持つ。

科目名 ９　こころとからだのしくみと生活援助技術　項目６〜１０については介護実習を含む

授業担当高校教諭及び社会福祉法人千桜会宮川荘、会津敬愛苑介護福祉士による講義・演
習・介護実習
項目６～１０については、２時間１講義で、講義、演習、評価を行い、スモールステップで
技術力を身につけ、介護実習で実践する。

介護実習について
　[実習事業所]特別養護老人ホーム宮川荘
　
　[実施内容]実習プログラムによる終日実習を２日間実施する。
　[実習目標]
 ・利用者との触れ合いを通じてコミュニケーションを深める。
 ・指導者のもとに、利用者への生活支援技術を体験し基本的な
   技術を身につける。
 ・施設、施設利用者、介護職について理解を深める。
　[実習プログラム]
　　８：３０　　　　　　　出勤、着替え
　　８：４０～　　　　　　朝礼
　　８：５０～１２：３０　施設見学・生活援助の実践（４時間）
　１２：３０～１３：３０　休憩・昼食
　１３：３０～１５：３０　生活援助の実践・利用者との関わり（２時間）
　１５：３０～　　　　　　反省後、着替え、退勤

授業担当高校教諭による講義、演習
介護過程の目的、意義、展開とチームアプローチについて学ぶ。
介護実習での体験を生かし、２事例を選択して事例検討を行う。グループディスカッション
を行い、事例検討した内容については、介護実習指導者よりアドバイスをしてもらい学習の
まとめを行う。

合計

指導目標

介護技術に必要なからだの構成や機能に関する知識をみにつけ、安全な介護サービ
スを提供する方法を理解している。
尊厳保持、一人ひとりの自立・自律を尊重し持てる力を発揮できる生活を支える介
護技術や知識を習得している。



参考５（介護職員初任者研修・生活援助従事者研修共通）

時間数

1 振り返り 2

2
就業への備えと研修修
了後における継続的な
研修

2

4

時間数

1 修了評価 1

1合計

項目名 講義内容・演習の実施方法等

(1)研修修了の認定方法次のいずれの条件を満たした場合、研修修了とみなす。[学則より]
　次のいずれの条件を満たした場合、研修修了とみなす。
　　①介護職員初任者研修全１３０時間を全て受講する。
　　②学年末考査における修了評価筆記試験が定めた基準に達していること。
　　③当該科目の学習評定が、５段階評価において「３」以上であること。

(2)修了評価筆記試験合格基準は１００点中７０点以上とする。

(3)「９こころとからだのしくみと生活支援技術」における演習を含む科目の評価は、到達
目標・評価の基準に基づき、講師による口頭試験、実技試験等を行い、評価３以上（５：大
変良い　４：良い　３：ふつう　２：やや不足　１：不足）を目指し、理解と習得状況の確
認を行う。

(4)介護実習、在宅サービス提供現場見学実習の評価は、到達目標・評価の基準に基づき、
実習指導者が評価を行う。合格基準は、評価３以上（５：大変良い　４：良い　３：ふつう
２：やや不足　１：不足）を目指す。

授業担当高校教諭による講義
本校卒業生の現状と体験談をとおして専門職として学び続ける姿勢について学ぶ。

合計

科目名 修了評価

指導目標
研修全体を振り返り、本研修を通じて学んだことについて再確認を行うとともに、
就業後も継続して学習・研鑽する姿勢の形成、学習課題に認識をはかる。

項目名 講義内容・演習の実施方法等

授業担当高校教諭による講義・演習
共感的理解と基本的態度についてロールプレイを行い職業倫理観を確認する。

科目名 １０　振り返り


